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～人類を脅かす感染症の克服をめざす～

熱熱帯帯病病・・新新興興感感染染症症のの
地地球球規規模模統統合合制制御御戦戦略略

感
染
症
は
、古
く
て
新
し
い
人
類
最
大
の
脅
威
で
す
。

感
染
症
は
、病
原
体
で
あ
る
微
生
物
と
人
間
の
関
わ
り
の
中
で
引
き

起
こ
さ
れ
ま
す
。近
年
で
は
、エ
イ
ズ
や
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
な
ど
の
新
興
感
染
症

や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
が
話
題
に
な
り
、関
心
を
抱
い
て
い
る
人

も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。感
染
症
は
、人
類
の
歴
史
と
と
も
に
古
く
か

ら
あ
る
問
題
で
す
。か
つ
て
は
ハ
ン
セ
ン
病
、天
然
痘
、ペ
ス
ト
な
ど
数
々
の

感
染
症
に
脅
か
さ
れ
た
時
代

が
あ
り
ま
し
た
。科
学
が
進
歩

し
た
１９
世
紀
に
な
っ
て
、病
原
体
を
知
る
よ
う
に
な
っ
た
人
類
は
、抗
生

物
質
な
ど
の
開
発
や
公
衆
衛
生
の
改
善
な
ど
で
感
染
症
を
乗
り
越
え

て
き
ま
し
た
。そ
し
て
い
つ
し
か
、そ
う
い
う
方
法
で
感
染
症
は
防
げ
る
と

一
部
で
誤
解
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
現
実
は
、病
原
体
の
進
化
、新
た
な
ウ
イ
ル
ス
の
出
現
、さ
ら
に

交
通
の
発
達
に
よ
り
一
定
の
地
域
で
起
き
た
感
染
症
が
い
ろ
い
ろ
な
地

域
へ
飛
び
火
す
る
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。世
界
に
お
け
る
年
間

死
亡
者
数
も
、肺
炎
な
ど
の
呼
吸
器
系
感
染
症
は
約
３
５
０
万
人
、エ

イ
ズ
は
約
２
３
０
万
人
、マ
ラ
リ
ア
で
は
約
１
１
０
万
人
が
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。犠
牲
者
の
多
く
は
、主
に
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
の
開
発
途
上
国

の
人
々
で
す
。ま
た
、世
界
の
乳
幼
児
の
死
亡
原
因
の
７
割
が
感
染
症
に

よ
る
も
の
で
す
。感
染
症
は
依
然
と
し
て
脅
威
の
ま
ま
な
の
で
す
。

最
終
目
的
は
、主
要
感
染
症
の
制
御
と
克
服
で
す
。

『
熱
帯
病
・
新
興
感
染
症
の
地
球
規
模
統
合
制
御
戦
略
』の
拠
点
は
、

熱
帯
医
学
研
究
所
と
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
を
中
核
と
し
て
い
ま
す
。

拠
点
形
成
の
目
的
は
、文
字
通
り
、人
類
の
脅
威
と
な
っ
て
い
る
主
要
な

感
染
症
の
制
御
と
克
服
で
す
。そ
れ
は
ま
さ
に
、国
際
社
会
が
緊
急
課

題
と
し
て
解
決
を
望
ん
で
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す（
※
１
）。

感
染
症
の
制
御
と
克
服
の
た
め
に
は
、周
到
な
戦
略
、そ
れ
を
実
行

す
る
人
材
、お
よ
び
適
切
な
技
術
が
必
要
で
す
。本
拠
点
で
は
、�
エ
イ

ズ

�
マ
ラ
リ
ア

�
下
痢
症

�
見
捨
て
ら
れ
た
感
染
症

�
新

出
現
ウ
イ
ル
ス

�
プ
リ
オ
ン
病
と
い
う
６
つ
の
感
染
症
群
を
対
象
に
、

「
基
礎
研
究
」、「
医
薬
品
開
発
研
究
」、「
社
会
技
術
」と
い
う
３
つ
の
研

究
領
域
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ま
す
。

研
究
対
象
と
し
た
６
つ
の
感
染
症
群
は
、子
ど
も
た
ち
の
犠
牲
が
大

き
い
も
の
を
選
択
の
基
準
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、先
進
国
で
は
解
決
済

み
と
さ
れ
て
い
な
が
ら
、依
然
蔓
延
し
て
い
る
�
下
痢
症
、そ
し
て
、発
生

源
が
貧
し
い
開
発
途
上

国
で
あ
っ
た
た
め
に
顧
み

ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た

デ
ン
グ
熱
や
住
血
吸
虫

症
な
ど
の
�
見
捨
て
ら

れ
た
感
染
症
に
焦
点
を

あ
て
た
こ
と
は
大
き
な

特
長
と
い
え
ま
す
。

日
本
で
唯
一
の
感
染
症
教
育
拠
点
。人
材
育
成
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

本
拠
点
は
、２１
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム『
熱
帯
病
・
新
興
感
染
症
の

地
球
規
模
制
御
戦
略
拠
点
』（
２
０
０
３
〜
２
０
０
７
年
）で
の
実
績

を
ベ
ー
ス
に
展
開
し
て
い
ま
す
。教
育
研
究
の
基
盤
整
備
は
着
々
と
進
め

ら
れ
て
お
り
、ケ
ニ
ア
や
ベ
ト
ナ
ム
に
は
常
駐
型
海
外
研
究
拠
点
も
設
け
、

地
道
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、臨
床
研
究
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
も
っ
と
も
力
を
注
い
で
い
る
の
が
、若
手
研
究

者
の
育
成
で
す
。医
学
、保
健
学
、薬
剤
学
、公
衆
衛
生
学
、

社
会
医
学
、文
化
人
類
学
、教
育
学
、環
境
科
学
な
ど
学

際
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
本
拠
点
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

の
研
究
者
た
ち
が
定
期
的
に
集
い
、意
見
交
換
の
場
を
設

け
て
い
ま
す
。若
手
も
交
え
た
研
究
者
た
ち
が
自
由
に
議

論
を
戦
わ
せ
、い
い
刺
激
を
受
け
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
研

究
に
役
立
て
て
い
る
の
で
す
。そ
れ
は
、閉
鎖
的
と
も
い
わ

れ
る
日
本
の
研
究
者
に
と
っ
て
、な
か
な
か
得
難
い
環
境
で
、

研
究
だ
け
で
な
く
人
材
の
育
成
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

今
後
、日
本
で
唯
一
の
感
染
症
教
育
拠
点
と
し
て
、将
来
の
担
い
手
を

育
む
大
学
院
教
育
な
ど
も
さ
ら
に
充
実
・
拡
充
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

世
界
最
高
水
準
の
教
育
研
究
拠
点
づ
く
り
を

文
部
科
学
省
が
支
援
す
る
、

２
０
０
８
年
度「
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
、

本
学
の「
熱
帯
病
・
新
興
感
染
症
の
地
球
規
模
統
合
制
御
戦
略
」が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。世
界
を
視
野
に

感
染
症
の
克
服
を
め
ざ
す
同
戦
略
に
つ
い
て
、

拠
点
リ
ー
ダ
ー
の

平
山
謙
二
教
授
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

～世界にまん延している感染症の一例～ 下痢症（ロタウイルス）

■拠点リーダー

平山 謙二 教授
Hirayama Kenji

東京医科歯科大学大学院
博士課程修了。ハーバード
大学公衆衛生学部研究員
などを経て、２００１年長崎大学
熱帯医学研究所教授。２００７
年４月から同研究所所長。
専門は免疫遺伝学・熱帯病
学。熱帯病への抵抗力を遺
伝子レベルで比較する研究
などを続けている。

http://www.tm.nagasaki-u.ac.jp/gcoe/

※
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は

大
学
院
レ
ベ
ル
の
研
究
拠
点
に
お
い
て
、世
界
最
高
水
準
の
研
究
基
盤
の
下
で

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
創
造
的
な
人
材
育
成
を
図
る
た
め
、国
際
的
に
卓
越
し
た

教
育
研
究
拠
点
の
形
成
を
重
点
的
に
支
援
す
る
文
部
科
学
省
の
事
業
で
す
。

■ベトナムの子どもたち

■ケニアの子どもたち

■マラリアを媒介する吸血虫のハマダラカ。
年間１００万人近くの子どもが亡くなっている。

■熱帯医学研究所

※
１

２
０
０
０
年
、国
連
は
国
際
社
会
が
達
成
す
べ
き
目
標
と
し
て
、国
際
ミ
レ
ニ
ア
ム
宣
言
を
採
択
し
た
。

そ
こ
に
は
８
つ
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、そ
の
ひ
と
つ
に『
２
０
１
５
年
ま
で
に
エ
イ

ズ
を
は
じ
め
と
す
る
主
要
な
疾
病
の
発
生
を
食
い
止
め
、そ
の
後
発
生
率
を
減
少
さ
せ
る
』と
あ
り
、感
染

症
対
策
は
そ
の
中
心
的
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

■ロタウイルスの被害は、アジアとアフリカに集中している。

■各地をめぐるフィールドワーク（ベトナム中南部）

■現地スタッフと医学部の学生たち（ケニア）
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６
つ
の
感
染
症
群
と
３
つ
の
研
究
領
域
で
、

統
合
的
に
制
御
し
克
服
を
め
ざ
す

熱
帯
病
・
新
興
感
染
症
の
地
球
規
模
統
合
制
御
戦
略

基礎研究
（知的価値の創出）

新しい診断治療戦略の開発
（分子細胞レベル基礎研究、病態生理研究）

●エヴィデンス（証拠）に基づく新しい戦略の
創出。

●感染症対策における新しい科学的な発見。

●領域：分子疫学、病原体宿主生物学、媒
介昆虫学、生態学、治療学の応用。 医薬品開発

（経済的価値の創出）

新しい技術の創出
（開発研究、臨床介入研究）
●現場のニーズを知る。

●民間セクター、公的セクター、および大学
との連携で新しい技術を創出。

●領域：薬剤、ワクチン、診断薬の開発、毒
性学、臨床開発など。

社会技術
（公共的価値の創出）

新しい戦術の創出
（ソーシャル・マーケティング、フィールド疫学研究）

●政治・経済・社会・文化的背景を考慮した
新たな感染症制御戦略の創出。

●研究開発したワクチンや薬を必要とする
人 に々届けるための社会技術の開発。

●領域：人文・社会科学、公衆衛生学など。

【エイズ】
ヒト免疫不全ウイルス、エイズ（後天性免疫不全症
候群）。ヒトに免疫低下を起こすウイルスと、その感
染による免疫不全症候群。体液や血液を介しての
感染や母子感染などがある。世界で毎年４０万人の
子どもが亡くなっている。

【マラリア】
マラリア原虫という寄生虫を、ハマダラカという蚊が
媒介することによってヒトに感染する。マラリアによる
死亡者は年間１００万人にのぼるといわれ、死亡者
の９０％がアフリカに集中、その多くが幼い子どもた
ちである。

【下痢症】
世界中のどこにいても下痢症にかかりますが、世界
では、生まれてから２、３年のうちに毎年１８０万人の
子どもが下痢を起こし、脱水（体から水分が失われ
ること）のため死んでいます。この第一の原因がロタ
ウイルスです。このほか、ノロウイルスや病原性大腸
菌で命を落とす子どももいます。

海外感染症研究拠点アフリカ・アジアの２つの
■所在地：ベトナム ハノイ市
■国立衛生疫学研究所（NIHE） ■教授３人、助教２人、職員１人が常駐

人獣感染症、蚊媒介性、呼吸器、
下痢症、新出現ウイルスなど現地
で流行する感染症を中心に共同
で疫学調査を行っています。
とくに、鳥インフルエンザは、鳥か

らヒトへの感染が実際に起こってい
る現場での疫学調査が進行中で
す。地元の病院での臨床研究およ
び教育も本格化しています。

●ベトナム拠点 ■所在地：ケニア ナイロビ市
■ケニア中央医学研究所（KEMRI）内 ■教授４人、助教１人、職員１人が常駐

マラリア、住血吸虫症、エイズな
ど、現地で流行する感染症を対象
にワクチンや薬が、治療や予防に
もたらす効果を研究しています。拠
点にはP３レベルのバイオハサー
ド対策用ラボシステムも設置。また、
現地の調査員らの協力を得て住
民の健康状態を記録する活動も
行っています。

●ケニア拠点

【見捨てられた感染症】
住血吸虫、トリパノソーマ、デング熱など死亡数が
多くないため注目されていない感染症がたくさんあ
り、途上国や貧困層を中心に多くの人 が々罹患して
いると推定されています。そのような感染症を「見捨
てられた感染症」と位置付け、積極的にその克服に
取り組みます。

【新出現ウイルス】
SARSウイルスやニパウイルスなど、近年次 に々新
しいウイルスが出現しています。私たちに病気をもた
らすこれらは、交通手段の高速化や国際貿易の発
展により、あっという間に世界中に広がってしまいま
す。このような感染症に、迅速に対応できる体制づく
りが重要です。

【プリオン病】
プリオン病は遺伝子を持たないタンパク質が病原
体であるとも言われ、これまでの感染症の概念を大
きく変えるきっかけにもなった疾患。この研究は科学
の世界だけでなく、牛肉輸入問題や食の安全など
社会に大きな影響を与えることになる。

■フィールドワーク■調査対象の現地の家族と■KEMRI 内に設けられた研究室■フィールドワーク■研修生や現地スタッフ■国立衛生疫学研究所（NIHE）
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推進しているのは、多彩な分野�から集まった研究者たちです�

《熱帯病・新興感染症の�地球規模統合制御戦略》�

医　学�

歯　学�

薬　学�

獣医学�

自然科学�
（物理学、化学、生物学など）�

社会科学�
（経済学、社会学、社会福祉学、文化人類学など）�

長崎大学�
グローバルCOE�
プログラム�

《熱帯病・新興感染症の　�
　地球規模統合制御戦略》�

学
際
的
研
究
者
集
団�

新薬が世に出るため
には、それに関わるさまざ
まな立場の人々のコミュ
ニケーションがうまくいか
ないといけません。製薬
企業が利潤を追求する
あまり、薬を必要とする貧
しい国に関心を持たない
場合があります。そのよう
な必要とされる薬を創り、
人々に届けたい。どんな
ことでも、他人がやらない
ことにチャレンジする気
持ちを大切にしたいもの
です。

開発された治療薬や
ワクチンが、実社会でス
ムーズに使われるように
するための研究などを
行っています。貧困や健
康の問題などさまざまな
側面から考える必要があ
ります。
このプロジェクトを通し
て、主に途上国の人々の
健康問題の解決や、貧
困や飢餓、あるいは暴力
といったものの恐怖から
の解放をめざしていきた
いです。

主に下痢症に関与。
ロタウイルスの解明、ワ
クチン開発の研究を行っ
ています。グローバル化
した社会の中で科学的
研究を推進するには、こ
れを支える人材が必要
です。この分野における
人材育成に最大の眼目
をおいています。
科学を進歩させるため

には、皆が同じである必
要はなく、いろいろな考え
があった方がいい。個性
豊かに「和して同ぜず」
です。

プロジェクトでは、熱帯

病、新興・再興感染症ウ

イルスの調査と病原性

の解明を中心に研究し

ています。世界の人々に

脅威である密林に潜む

脳炎や出血熱の原因と

なるウイルスをできるだけ

早く発見し、予防に役立

てていきたいと思ってい

ます。一緒にスリリングな

研究をやりませんか？

世
界
が
あ
っ
と
驚
く

発
見
を
め
ざ
し
て
ま
す
！

よ
り
多
く
の
人
の
役
に

立
つ
た
め
に
、研
究
の
道
へ
。

■
研
究
内
容
は
？

プ
リ
オ
ン
病
の
病
態
と
治
療
方
法
開
発
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

■
研
究
職
に
つ
い
た
き
っ
か
け
は
？

長
崎
大
学
医
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
３
年
次
に
研
究
室
に
２
カ
月
間

所
属
し
て
実
験
す
る
リ
サ
ー
チ
セ
ミ
ナ
ー
で
今
の
教
室
に
配
属
さ
れ
、そ
の

と
き
、実
験
の
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
楽
し
さ
を
体
験
し
た
こ
と
で
す
。

■
研
究
の
面
白
さ
は
？

世
界
中
で
ま
だ
誰
も
知
ら
な
い
こ
と
を
実
験
す
る
の
で
、毎
回
結
果
が

出
る
の
が
楽
し
み
と
い
う
点
や
、自
分
が
世
界
の
最
先
端
で
実
験
し
て
い
る

と
い
う
充
実
感
が
あ
り
ま
す
。

■
今
後
の
抱
負
は
？

プ
リ
オ
ン
病
で
苦
し
ん
で
い
る
方
の
役
に
立
ち
た
い
。ま
た
プ

リ
オ
ン
は
ま
だ
謎
が
多
く
、や
れ
ば
や
る
ほ
ど
謎
が
深
ま
り
ま

す
。世
界
中
の
研
究
者
が
あ
っ
と
驚
く
よ
う
な
発
見
を
す
る
可

能
性
が
あ
り
、自
分
自
身
が
そ
の
一
人
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

■
高
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

長
崎
大
学
は
日
本
の
感
染
症
研
究
の
中
心
で
、僕
は
そ
こ
で

研
究
す
る
こ
と
に
大
変
な
刺
激
と
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

真
に
重
要
な
発
見
は
長
い
研
究
の
蓄
積
と
継
続
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
研
究
者
と
し
て
は
２０
代
か
ら
３０
代
が
大
発
見
す
る
可

能
性
の
も
っ
と
も
高
い
世
代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。興
味
を
も
た

れ
た
方
は
ぜ
ひ
一
緒
に
研
究
し
ま
し
ょ
う
。

■
研
究
内
容
は
？

同
じ
病
原
体
に
人
が
感
染
し
た
と
き
、強
い
影
響
を
受
け
ず

に
普
通
の
生
活
を
送
れ
る
人
、逆
に
重
篤
に
な
っ
て
し
ま
う
人
と
、

違
う
運
命
を
た
ど
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。私
は
そ
の
し
く
み
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
ま
で
治
せ
な

か
っ
た
病
気
を
治
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、発
病
を

未
然
に
防
ぐ
新
し
い
予
防
法
を
見
つ
け
る
こ
と
に
繋
が
る
重
要

な
仕
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
研
究
職
に
つ
い
た
き
っ
か
け
は
？

ベ
ト
ナ
ム
の
医
大
を
卒
業
後
、半
年
ほ
ど
臨
床
の
医
者
の
経

験
が
あ
り
ま
す
。患
者
さ
ん
を
診
療
し
、治
癒
に
導
く
こ
と
も
も

ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、研
究
に
よ
っ
て
、病
気
の
性
質
を
知
り
、

よ
り
よ
い
薬
や
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
に
つ
な
が
れ
ば
、も
っ
と
多
く

の
人
々
の
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

■
研
究
の
面
白
さ
と
は
？

結
果
を
あ
ま
り
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
場
合
に
、思
い
が
け
ず
驚

く
よ
う
な
結
果
が
で
る
こ
と
で
す
。

■
今
後
の
抱
負
は
？

す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
に
加
え
て
、呼
吸
器

感
染
症
、結
核
、下
痢
症
な
ど
、ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
多
く
の
他
の
重
要
な

感
染
症
に
つ
い
て
も
研
究
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

■
高
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

意
思
あ
る
と
こ
ろ
に
、道
あ
り
。夢
を
大
き
く
持
と
う
！

森田 公一 教授
Morita Kouichi

所 属：熱帯医学研究所
専門分野：ウイルス学
以前、世界保健機関（WHO）西大
平洋地域事務局感染症対策課に
勤務し、世界各地のさまざまな感染
症の現場で診断や治療、調査を
行っていた。現場での経験が豊富で、
今も新しいウイルスが現われると、す
ぐにかけつけ、調査にあたっている。

山本 太郎 教授
Yamamoto Taro

所 属：熱帯医学研究所
専門分野：国際保健学
感染症の問題を抱える途上国の現
場では、さまざまな国と国が関わり、
意見をぶつけあう。外務省時代は、そ
ういった現場での外交に従事。また、
政策、研究・開発、実践の３つの立
場を経験している貴重な存在で、豊
富な経験を活かしたコーディネーショ
ンを行っている。

中込 治 教授
Nakagomi Osamu

所 属：医歯薬学総合研究科
専門分野：分子疫学
公衆衛生や熱帯感染症に関する研究
で長い歴史を持つリバプール大学の
優れた教育・研究システムの導入に尽
力。現在、大学院医歯薬学総合研究
科に開講している「熱帯医学修士課
程」構想を完成させた中心人物。ロタウ
イルス研究の権威として知られる。

■食のリスクを問いなおす
～BSEパニックの真実～
（池田正行著／ちくま新書）

食をめぐるリスクについて問題
の本質に迫った価値ある一冊。

■新型インフルエンザ
～世界がふるえる日～
（山本太郎著／岩波新書）

新型インフルエンザの出現に
ともなう問題を多角的に解説。

中垣 岳大さん
（なかがき たけひろ）

所 属：医歯薬学総合研究科
専門分野：感染分子解析学

Nguyen Thi Phuong Lan さん
（グィエン ティ フォン ラン）

所 属：熱帯医学研究所
専門分野：免疫遺伝学

池田 正行 教授
Ikeda Masayuki

所 属：医学部創薬科学
専門分野：創薬科学

（新薬を創り出す仕事）
かつて医薬品医療機器総合機構（厚
生省の機関）で、薬の審査を行ってい
た。BSE評論家、知的障害・精神障
害専門ソーシャルワーカーなどさまざま
な顔を持つ型破りな先生。趣味も文学
から歌謡曲まで、独自の路線をまっしぐ
ら。詳しくはhttp://square.umin.ac.jp/
massie-tmd/（池田先生のHP）

新
た
な
ウ
イ
ル
ス
が
現
れ
れ
ば
、

即
座
に
現
地
へ
飛
ぶ
、

名
う
て
の
ウ
イ
ル
ス
ハ
ン
タ
ー
！

自
称
、「
マ
ル
チ
フ
リ
ー
タ
ー
」。

広
い
見
識
と
鋭
い
洞
察
か
ら

発
す
る
言
動
は
、

目
か
ら
鱗
が
落
ち
ま
す
！

外
務
省
国
際
協
力
局

勤
務
を
経
て
、
現
職
。

途
上
国
の
現
場
を
熟
知
し
た
、

国
際
保
健
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
！

下
痢
症
（
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
）
の
権
威
。

英
国
・
リ
バ
プ
ー
ル
大
学
の

客
員
教
授
と
し
て
も
活
躍
中
！
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